
南小学校をこんな学校に

〇 一人一人が、その子らしい表情でいられる学校

居心地のよい学級の中では、子ども達は自分らしい表情で生活します。学級の全員が自分の
ままでいられる学校を目指したいと願っています。そのために私たちが大切にするのは、多様性
を認め合う心を育てることです。自分と違う個性を持った人を嫌ったり、人と違うことを恐がったり
する社会では、「普通」が大切にされます。「普通」という人は、一体誰なんでしょう？それよりも、
人と違うことを「おもしろい」「知りたい」と感じる人を育てたいと思います。そんな人達がつくる集
団では、「普通」に自分を寄せていかなくてもいいんです。自分のままでそこに居られる学級で
は、一人一人がそれぞれのよさを発揮できます。

〇 一人一人の個性を伸ばす学校

人は、生まれながらにその子だけのカラーを持っています。赤く生まれた子は真っ赤に、青く
生まれた子は真っ青に育てたいと思います。「よい子」という、さっきの「普通」に似た誰だか分か
らない標準に全ての子を当てはめようとは思いません。型にはめようとすると、個性を削ることに
なります。社会のルールを守らず、わがままなのを「個性」とは呼びませんが、その子その子が持
つよさを伸ばすことが大切だと考えています。そのために、私たちは一人一人を深く理解したいと
願っています。子ども達は、自分の事を分かってくれる人を好きになります。大好きになった先生
と自分のよさを伸ばそうとするうちに、いつの間にかその子の課題は消えていくものです。

〇 子どもの安全を守る学校

どんなによい学校をつくっても、安全がなかったら意味がありません。子ども達は、予想外の行
動をするものです。私たちは、過去の災害や子ども達が被害者となった事件を教訓として、日常
的に危険を見つけ、取り除いていくことを心がけています。施設の安全管理、いじめの防止、虐
待の早期発見などを始め、あらゆる教育活動での体と心の安全を守りたいと思います。

〇 子ども達や保護者、地域の皆さんの声をよく聞く学校

私たちは、一人一人の子ども達の成長した姿を思い浮かべながら教育活動をしていますが、
私たちの理想を勝手に押しつけることはしたくありません。子ども自身がどう育ちたいのか、保護
者の皆さんはどう育ってほしいと願っているのかなどをよく聞かなければなりません。保護者の皆
さんの強い願いと、私どもの経験や知識を合わせて、一人一人の目指す方向を定めていきたい
と思います。
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